
１．重要な会計方針
(1)固定資産の減価償却の方法

建物及び構築物・・・定額法
平成19年3月31日以前に取得した車両運搬具、工具器具備品・・・旧定率法
平成19年4月1日以後に取得した工具器具備品及び什器備品・・・定率法
少額減価償却資産（30万円未満）はその取得価額を一括して経理処理している。
公共施設利用権・・・定額法

(2)引当金の計上基準
①指定獣医師慰労引当金

②賞与引当金

(3)消費税等の会計処理
消費税等の会計処理は、税込み方式によっている。

２．基本財産及び特定資産の増減額及びその残高
基本財産及び特定資産の増減額及びその残高は、次の通りである。 （単位：円）

３．基本財産及び特定資産の財源等の内訳
基本財産及び特定資産の財源等の内訳は、次の通りである。 （単位：円）

財務諸表に関する注記

指定獣医師に対する慰労金の支給に備えるため、当期末における指定獣医師慰労金の
自己都合要支給額に相当する金額を計上している。なお、指定獣医師慰労金は狂犬病
予防注射指定獣医師共済互助内規に基づいている。

職員に対する賞与の支給に備えるため、当期に帰属する期間の支給見込み額を計上して
いる。

科　　　　　　　目 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高
基本財産
　土地 122,481,394 0 0 122,481,394
　建物 148,828,721 0 6,911,025 141,917,696
　減価償却引当預金 20,070,153 5,000,153 0 25,070,306

小　　　計 291,380,268 5,000,153 6,911,025 289,469,396
特定資産
　大会経費引当預金 9,379,547 0 0 9,379,547
　指定獣医師慰労引当預金 34,814,034 0 0 34,814,034
　減価償却引当預金 24,138,466 409 0 24,138,875
　運営基金引当預金 28,994,667 4,000,491 0 32,995,158

小　　　計 97,326,714 4,000,900 0 101,327,614
合　　　計 388,706,982 9,001,053 6,911,025 390,797,010

科　　　　　　　目 当期末残高
（うち指定正味財
産からの充当額）

（うち一般正味財
産からの充当額）

（うち負債に対応
する額）

基本財産
　土地 122,481,394 (0) (122,481,394) (0)
　建物 141,917,696 (0) (141,917,696) (0)
　減価償却引当預金 25,070,306 (0) (25,070,306) (0)

小　　　計 289,469,396 (0) (289,469,396) (0)
特定資産
　大会経費引当預金 9,379,547 (0) (9,379,547) (0)
　指定獣医師慰労引当預金 34,814,034 (0) (2,314,034) (32,500,000)
　減価償却引当預金 24,138,875 (0) (24,138,875) (0)
　運営基金引当預金 32,995,158 (0) (32,995,158) (0)

小　　　計 101,327,614 (0) (68,827,614) (32,500,000)
合　　　計 390,797,010 (0) (358,297,010) (32,500,000)



４．固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高
固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高は、次のとおりである。 （単位：円）

基本財産
建物

その他固定資産
構築物
工具器具備品
什器備品
その他無形固定資産

５．退職給付関係
(1)採用している退職給付制度の概要

確定拠出型の制度として、中小企業退職金共済制度に加入している。
(2)退職給付費用に関する事項

中小企業退職金共済制度への掛金支払額 円

科　　　　　　　　目 取得価額 減価償却累計額 当期末残高
0

16,221,642 8,497,781 7,723,861

181,656,083 39,738,387 141,917,696

8,384,040

546,480 210,530 335,950
合　　　計 217,641,180 64,652,346 152,988,834

15,148,951 12,340,377 2,808,574
4,068,024 3,865,271 202,753


